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編

集

委

員

詢

連

副

会

長
　
日
利
　
　
寺

桁
回
［
地
上
町
”
内

一^　
一占
賀
　^
Ｌ
〓

着
回
”
〓
町
内
会
　
池
川
　
Ｌ
幸

清
田
第
二
町
内
会
　
逮
一，
　
光
博

青
田
第
四
町
内
ま
　
“マ
不
　
　
ｍ
一

清
田
第

二
町
内
会
　
松
絆
　
勝
弘

清
田
フ
ェ
ミ
リ
ー

，
ウ
ン
町
内
会

人
保
　
孝
〓

清

田

百

治

会
　
斉
饉
　
ｉ
〓

請

□

南

若

幸

会
　
児
島
ア
キ
子

満
ｍ
市
中
央

，
内

一^　
柾
本
　
一̈
男

清

Ｅ
〓

町

¨

会
　
Ｆ
様
　
散
雄

■
田
●
可
町
内
会
　
小
原
　
欺
也

青
田
中
臭
可
内
会
　
場
川
　
明
無

稿
田
東
町
ョ
向
会
　
小
王
　
仁
志

消
田
高
台
町
内
会
　

，
議
　
朝
華

十
円
口
地
元
町
叫
内
会
　
一化
軒
・　
一
富
「
一

■
田
西
町
町
内
‘
一
　
大
和
田
克
己

¨
ラ

イ
一
，
ζ

一
日
一
一
　
大
藤
響
美
子

Ｌ
ん
だ
い
西
日
浩

一^　
國
分
　
　
事

ヒ
ル
ズ
ガ
ー
デ
ン
清
田
町
内
会

小
林
　
　
毎

地
●
児
音
一と
成
人
■
菫
‘
合

計
約

，
）■
０
人
に
よ
る

‐ｔ

■
■
●
「
訓
仲

一
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
し
た
．

．
ア
ン
ボ
ー
ル
ペ
ッ
ー

と

ダ
ン
ボ
ー
ル
●
同
士
¨
―
作

製
の
■
習
訓
〓
」
が
■
し
い

試
夕
■
用
言
さ
れ
．
妃
ｔ

，

成
人
も
興
味
深
く
〓
剣
に
■

，
■
た
で
い
ま
し
た
．

『第
２６
回
歩
く
運
動
』

肛
返
体
育
部
主
催
の
第
“

回
歩
く
遭
動
を
７
月
９
日

（日
）
９
時
か
ら
町
連
鈴
木

会
長
の
あ
い
き
つ
の
ち
コ
ー

ス
の
説
明
を
し
当
日
参
加
人

芝
３
人
体
育
部
引
率
者
５
人

総
勢
４０
人
で
清
日
緑
小
学
校

～
自
旗
山
を
通
り
ふ
れ
あ
い

の
手
ま
で
約
Ю
Ｋ
口
の
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
森
で
は
体
青

部
長
７
人
お
手
伝
の
人
２
人

全
部
で
９
人
で
■
き
内
を
焼

い
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
午

前
０
時
前
に
到
着
し
ピ
ー
ル

ジ

ュ
ー
ス
．
お
に
ぎ
つ
．
瓦

き
内
を
食
べ
午
′
ｌ
時
“
分

で
帰

っ
て
来
ま
し
た
。
今
年

も
落
後
者
も
な
く
全
員

，
事

帰

っ
て
来
ま
し
た
．

牛
６
コ
夏
ま
つ
０

，
７
月

一

”
口

一日
）
一伯
国
市
公
日
で

一

門
ｔ
ヽ
・れ
大

，
の
一ｉ
円
中
央

一

地
区
町
内
会
会
員
が
三
年
り

一

を
満
喫
し
ま
Ｌ
た
，
　
　
　
　
一

今
■
は
今
ま
で
に
な
い
晴

天
に
恵
ま
れ
日
オ
病
の
心
配

・
午
後
４
時
の
開
会
式
は
、
鈴

木
亨
町
辿
会
長
の
炭
ψ
．
来

賓
紹
介
で
は
．
告向
橋
彰
清
田

区
長
始
め
．
衆
議
院
議
員
．

北
海
道
議
会
議
員
、
札
幌
市

議
会
議
員
、
清
回
土
本
部
長
．

北
野
地
区
町
内
会
連
合
会
会

躙
―
等
の
Ｅ
Ｆ
の^
■
■
成
果

を
■
〓
し
て
く
だ
さ
０
．
ど

の
■
ま
に
１
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
夏
ま
つ
り

，
●■
―
■

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
．

人
人
カ
ラ
イ
ケ
大
会
に
は

「今
日
は
■
ビ
ー
ル
を
●
ん

だ
の
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

，

■
く
■
■
に
■
え
そ
う
」
と

話
し
た
●
に
ス
テ
ー
ジ
に
ｉ

ち
．
掠
習
を
●
ん
だ
■
芦

，

Ｉ
か
せ
て
く
だ
さ
―
ま
し
た
．

多
“
の
■

，
き
が
あ
―
．

地
●
住
民
の
■
か
い
心
に
煎

ね
楽

し
，
貫
の
思
い
出
の

一

日
―
な

，
ま
し
た
．

平
成
２９
年
度

清
田
区
防
災
訓
練

清
田
区
女
性
大
会

清
日
中
央
町
連
女
性
部

清
口
区
女
性
大
会
が
清
回

区
役
所
に
て
．
８
月
３０
日
開

催
さ
れ
靡
師
の
池
田
住
恵
檬

（元
清
口
区
長
・
現
■
幌
市

水
道
事
業
管
理
者
）
が
詳
演

さ
れ
ま
し
た
。

「私
事
で
す
が
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
に
あ
い
ま
し
た
」
と

ビ
ッ
ク
リ
す
る
お
話
か
ら
始

ま
り
．

「皆
年
も
気
を
付
け

て
下
さ
い
ね
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

清
田
勤
務
時
代
の
思
い
出

と
し
て
、
札
幌
中
心
部
か
ら

，
追
の
便
は
良
く
な
い
が
清

口
区
の
方
は
人
価
が
良
い
で

す
よ
と
聞
い
て
芦
任
し
色
々

な
事
を
通
し
て
そ
の
道
り
と

納
‘
し
ま
し
た
。

又
清
日
区
は
水
と
土
菫
の

良
い
環
境
で
．
ほ
う
れ
ん
草

等
に
適
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
食
材
を
生
か
し
て
清

ロ
ス
イ
ー
ツ
を
始
あ
る
キ
ッ

カ
ケ
を
作
っ
た
の
も
池
田
区

長
の
時
代
だ
つ
た
そ
う
で
す
．

今
後
も
清
日
区
の
発
展
に

注
目
し
て
い
る
．
と
の
お
話

で
し
た
。

最
後
に
、
生
け
花

（卓
月

流
）
の
体
験
と
し
て
参
加
者

全
員
で
ガ
ー
ベ
ラ
を
器
に
投

げ
入
れ
池
口
講
師
が
他
の
花

を
入
れ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

ア
ケ
ピ
の
車
で
編
ん
だ
花

籠
に
入
れ
た
花
の
前
で
そ
れ

ぞ
れ
の
町
連
ご
と
に
記
念
撮

形
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

を
し
水
分
補

給
が
充
分
に

さ
れ
る
よ
う

数
回
放
送
い

た
し
ま
し
た
。

午
後
ｌ
時

よ
り
開
催
し
、

多
く
の
来
場

者
が
見
学
す

る
い
．
午
後

１
時
∞
分
か

ら
清
口
■
人

児
童
会
館
子

ど
も
達
の
丼

台
発
表
が
さ

れ
ま
し
た
が

気
温
上
昇
に

よ
る
配
猥
の

シ
ョ
ー
ト
で

音
響
が
止
ま

り
中
断
を
余

携
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
．

暑
い
や
最
後

長
．
消
口
区

社
会
福
祉
協

一議
会
事
務
局

長
．
清
日
中

央
ま
ち
づ
く

リ
セ
ン
タ
ー

所
長
の
み
な

さ
ん
よ
り
お

，
い
つ
言
葉

を
，

き
ま
し

た
。晴

天
の
た

め
水
分
補
給

で
予
定
し
た

ジ
ュ
ー
ス
類

が
い
ち
早
く

売
り
切
れ
と

な
り
、
ビ
ー

ル
販
売
に
も

■
列
が
で
き

完
売
し
．
焼

き
鳥
は
焼
き

あ
が
る
ま
で

長
い
列
が
で

ま
で
一澤
張

っ
て
発
表
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
大
活
躍
に

多
業
の
拍
手
を
い
た
だ
さ
ま

し
た
。

オ
ー
プ

ニ
ン
′
を
前

，
て

く
だ
さ

つ
た
緑
風
大
壼

，
●

４
で

一
ま
と
■
―
―
が
り
．
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き
る
状
況
で
し
た
．

子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
．
大
人

Ｌ
Ｉ
ル
｝
夕
■
大
会
等
に
は

地
裁
■
民
が

一
■
に
競
争
し

あ
い〓

漬
去
発
ま
で
は
．
地

●
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
５
団
体

が
歌
謡
〓
輌
．
民
話
．
丼
而
．

フ
ラ
イ
ン
ス
．
ひ
ょ
つ
と
こ

町
連
体
育
部
主
催
の
第
２
回

秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
．

９
月
Ю
日

日^
）
清
田
み
ど
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
致

し
ま
し
た
。

当
日
男
子
給
人
．
女
子
３２
人

の
参
加
で
総
勢
１
１
０
人
で
始

ま
り
ま
し
た
。

結
果
男
子
の
部
優
勝
．
高
橋

次
男

（緑
）
１
０
５
、
準
優
勝
．

高
瀬
明

（フ
ァ
ミ
リ
ー
）
１
０

６
．
３
位
．
矢
ま
宗
勝

束^

町
）
１
０
６
．
同
点
の
場
合
は

，
令
の
上
の
人
が
上
位
．
女
子

の
部
優
勝
．
板
垣
タ
カ
子

（市

町
）
１
０
８
．
準
優
勝
．
古
サーー

立
子

（亭
二
）
１
１
１
．
３
●
．

仕
々
本
敦
子

一第
〓
一

１
１
２
．

ブ
ー
ビ
ー
一■

男
子
の
部
．
川

田
Ｌ
夫

（力
回
一
１
２
・ュ

女

子
の
部
．
キ
■
貞
子

（元
町
）

１
３
２
で
ｔ
た
．

ホ
ー
ル
イ
ン
リ
ン
首
Ｉ
．
早
´

了
３
人
．
女
子
―
人
ｒ
合
計
―

本
で
し
た
．

飛
び
賞
は

，
了
７
人
．
女
子

３
人
．
Ａ
〓
計
０
本
今
回
も
ケ
ガ

人
．
■
合
の
悪
い
人
が
い
な
く
．

■
●
部
員
ヽ
■
心
し
て
い
ま
す
．

来
■
も
両
化
し
た
い
と
思

つ

て
い
ま
す
．

t―― ―――・

平
成
■
■
９
だ
２
日
（土
）

０
時
よ

，
．
清
］
区
賃
所
前

■
，

に
お
い
て

¨
平
●
´
年

度
情
日
Ｌ
け

，
訓
掠
一
が
Ｌ

■
さ
れ
ま
―
・た
．

今
回
は
．
●
キ
の

「ビ
ル

屋
■
●
■
の
人
■
上
出
　
“

水
訓
凛

・
Ｅ
道
道
道
■
」
に

加
え
て

「
視
肯
●
一一一
‘
手
引

き
訓
凛

・
応
息
■
護
Ａ
Ｅ
Ｄ

訓
凛

・
消
■
暑
内
の
障
●
合

●
見
〓
■

ロ
ー
プ
拮
７

・
防

人
贅
投
■

，
，

訓
や

争
」
が
■
術
さ
■

よ
，

一
Ｈ
充
実
し
た

訓
，

と
な
り
ま
―
た́

続
い
て
訓
ユ
会
場

■
近
く
の
市
立
情
田

小
学

，
■
青
■
に
移

動
Ｌ
て

「遣
難
●
■

置
訓
粽
」
が
行
わ
れ

〓
●
１．・た
．

訓
「
‘
了
後
ｔ

同
体
●
■
に
お
い
て

町
連
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

(1)

一

●

・

.:・ ・
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清
口
西
町
町
内
会

『夏
ま
つ
り

盆
踊
り
大
会
』

雨
天
の
た
め
、
１
日
順
延

と
な

っ
た
８
月
Ｂ
Π

（日
）
、

恒
例
の
夏
条
り
盆
踊
り
大
会

が
清
国
市
公
国
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
も
芳
し
く
な
い
天
気

予
報
で
し
た
が
午
後
４
時
か

ら
の
開
始
時
間
を
待
ち
さ
れ

ず
に
．
多
く
の
お
子
さ
ん
や

人
人
が
会
場
に
集
ま
り

一
安

心
し
ま
し
た
。

各
世
帯
に
発
行
さ
れ
た

「
お
祭
り
補
助
券
」
を
手
に

ダ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
焼
鳥

・

お
で
ん
な
ど
の
出
店
は
大
繁

宗
．

ビ
ン
ゴ
ケ
ー
ム
．
カ
ラ
オ

ウ
．
盆
輌
り
で
は
参
加
者
や

見
守
る
全
員
の
よ
声
が
大
い

に
生
り
上
が
り
ま
し
た
。

年
に

．
●
の

一
夏
祭
０
」

は
．
合
員
同
■
の
交
流
と
里

帰
り
し
た
お
子
さ
ん
．
お
孫

さ
ん
と
の
家
族
の
絆
を
深
め

る
初
期
の
日
的
を
こ
成
し
た

楽
し
い

一
日
で
し
た
．

渭
日
緑
町
内
会

『夏
ま

つ
り

盆
踊
り
の
タ
ベ
」

清
日
緑
町
内
会
の
盛
夏
を

彩
る

「第
２
回
夏
ま
つ
つ

・

盆
踊
り
の
タ
ベ
」
が
８
月
５

日

（土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
．口

中
に
言
空
が
広
が

，
．

最
高
気
温
も
″
度
と
推
好
の

禁
り
日
和
。

午
前
中
は
元
気
な
掛
け
芦

と
と
も
に
大
量
を
打
ち
鳴
し

な
が
ら
総
勢
Ъ
人
の
子
ど
も

神
奥
が
町
内
会
を
線
り
歩
き

ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
緑
公
園
を
丼

台
に
縁
日
で
幕
開
け
．
子
ど

合
贈
〓

ラ
ム
ネ
や
ビ
ー
ル
の

早
工
み
．
カ
ラ
オ
ケ
．
最
後

に
大
人
の
金
踊
り
で
真
夏
の

●
を
締
め
く
く
り
．
終
日
．

明
る
い
歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま

し
た
。

清
口
第
二
町
内
会

「
七
夕
ま

つ
り
」

町
内
会
恒
例
の

「七
夕
祭

り
」
が
西
公
日
を
中
心
に
開

催
し
た
．

東
屋
に
柳
を
飾
り
集
合
し

た
子
ど
も
逮
が
持
参
し
た
願

い
事
を
言
い
た
短
■
を
や
び

つ
け

た

．

お
回
日
を
迎
え
た
今
年
．

長
年
使
用
の
大
型
の
ｉ
灯
が

二
本
傷
ん
だ
た
め
清
日
高
校

の
美
●
部
に
広
”
し
た
新
た

な
デ
ザ
イ
ン
の
お
ユ
ニ
月
．

■
表
に
感
謝
状
を
地
り
早
速

ｉ
灯
を
先
頭
に
規
子
で
３
０

０
人
の
提

，
行
列
で
町
内
を

巡
０
．
西
公
国
で
待
菫
の
打

ち
上
げ
花
火
に
款
声
を
あ
げ

て
ヽ
７
．
参
加
貨
を
手
に
解

散
．
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ

大
藍
会
で
し
た
．

協
力
い
た
だ
い
た
■
』【

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
し
ま

す
．

清
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
町
内
会

「
夏
ま
つ
り
」

■
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
シ

ユ
内
会
恒
同
●
夏
の
イ
＾
ン

ー
は
．
７
月
鰤
日
の

，
障
会

一
ブ

ン

キ

ス

カ

ン

バ

ー

デ
ー
一
´
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
で
始
ま
り
．　
フ
′
メ
体
〓
．

ろ
家
庭
を
子
ど
も
達
が

「
ろ

う
そ
く
出
せ
た
―
」
と
歌
い

な
が
ら
巡
り
ま
す
．

十
年

，
ち
最
近
は
お
真
子

の
量
も
増
え
会
館
に
戻

っ
て

全
員
で
配
り
直
す
●
業
は
■

凱
．‐―‐

盛
り
の
お
■
子
を
ゲ
ツ

ト
し
て
子
ど
も
〓
は
大
満
ｔ

で
し
た
。

清
口
団
地
元
町
町
内
会

恒
例

の
夏
ま

つ
り

８
月
６
Ｈ
に

，
の
一見

，
―

を
行
い
ま
し
た
．

了
ど
ち
合
の
カ
キ
■
．
■

■
ツ
ー
ダ
ー
ヽ
お
馴
■
の
お

■
●
＾
．　
フ
ラ
イ
ド
ｉ
■

，
―
．

ビ
ー
ル
ｉ
ｔ
を
■
売
し
．
■

人
に
息
ま
れ
た
事
も
あ
り
子

ど
も
ヽ
大
人
も
沢
山
の
方
に

来
て

，
ｉ
、
大
ｉ
洸
で
し
た
．

■
阜
の
高
齢
化
に
伴

い
．

，
の
Ｅ
■
込
み
や

，
■
■
搬

に
は
工
〓
Ｆ
の
方
に
お
手
伝

―
を
し

，
ｉ
員
い
■
●
に
早
く

済
み
ま
ι
た
．

ら
で
た
ヽ
ビ
ー
ル
も
カ
キ

水
も
売
れ

，
き
よ
く
完
売
上

な
り
ま
―
．た
．

´
く

，
万
が
当
月
〓
で
Ｌ

〓
術
を
行
い
１１１
■
に
．
楽
し

い
貫
ま
つ
っ
か
終
わ

，
ま
し

た
．

清
田
南
中
央
町
内
会

一夏
ま

つ
り
」

８
月
６
ヨ
．
亭
お
回
〓
■

り
を
開
催
し
ま
ｔ
た
．
一旱
明

け
は
●
例
の
子
ど
も
神
員
の

伸
，
歩
き
で
十
■

古
■
●
の
小
さ
い
子
は
■

言
者
Ｌ

一
学
に
楽
し
そ

，
に

４
１
気
分
を
■

，
■
げ
ま
し

た
．．皆

さ

た
か
ら
沢

‐――
の
お
贅

〓
〓
頂
き
●

，
証
う
こ
ぎ

・

ま

し
た
．

祭

―

に
際

Ｌ
今
年

ヽ
沢
山

の
方

の
御
協
力

を
頂
き

ま

ｔ

た
．酪

〓
の
な
か
大
変
有
り
難

く
，沐

一一市
い
な
―
ゴ
〓

，
．

ま
た
日
頃
大
■
■
世
話
に

な

っ
て
い
る
多
ス

の
方

の
●

Ｉ
賀
〓
賜
り
ま
し
′―
●

■
に
な
る
光
未
と
〓
激
し

て
お
り
ま
す
●

，
■
も
近
く
の
町
力
会
が

Ｌ
よ
山
●
●
′
加

，
嗅
ヽ
ヽ

有
―
キ

，
こ
さ
い
ま
し
た
．

,I    :    |:

¨

"11‐ 1・

_1_こ_
も
盆
節
|,

フ
フ
グ
ン

ス

や

防
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
．
■
夕
‘
三

合
踊
―
を
Ｆ
て
カ
ーー
の
ラ
ン

オ
■
操
最
終
日
を
も

っ
て

，

ｒ
し
ま
し
た
。

■
夕
祭
は
．
■
冊
を
■
ら

し
て
お
東
子
を
河
〓
し
て
い

高螢午著‐■円

■|

II本朔 市高齢者配食サービス指定店

高齢者に食べやすく.ヽ菱 ,｀ランスの良い和食中心の

日替,メニューで.句 :日8.夕 .ご自宅までお居けします.
あしリベつプレイス
〒004-0821札幌市清田区有明170-5 自

ハ
ン

′́次

…
…

なか―,た .ット●解日‐
,お.か,すのみ…..“ ._.,,,`』4Q巴

宅配料
無 料

‐

0金額|ますべ● 1込
'′

″す0-葉からお肩
`,味

す
昼食.及び夕食

★33台 療食も用意しています

BW}'y|f .!.t tLw+xe
厚生労働省認定 葬祭ディレクター在籍店 〒004-0841オし

'肺
清日区清日1条2丁曰325

清口区里塚0条2丁目5番 16号

TEL 882-0123 FA)(882-0044
全国配食サービス事業協議会正会員

蒸合商喬株式会社αミ壺要ネ!主
r.u.,,r882-6670

FAX(011)882-6673

福利共済指定/年中無体・24時間体制/福祉葬・家族葬・一般葬。社葬 etc…

公芸社 検 索

鮮しくヽ ホームベ■ジをこ覧下さい

宅配食事サービス

●イス席/150名 0駐車場/50台
●冷暖房完備 ●24時間安置可能

ホームページアドレス :http://www.kougeisha‐f.com
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通
常
開
催
Ｌ
し
ま
し
た
．

順
調
に
出
品
物
も
早
々
に

売
り
切
れ
．
招
待
害
．
来
場

者
も
沢
山
来
て
頂
き
ま
し
た
。

１４
人
の
子
ど
も
会
の
大
鼓

た
た
き
．
恒
例
の
子
ど
も

，

姜
も
１７
紅
参
加
し
見
事
優
財

は
、
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
に
決

ま
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
．子

ど
も
参
加
延
ヽ
２
０
０

人
．
ま
た
多
く
の
言
噌
有
り

難
う
御
座
い
ま
す
．

し
た
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
り
．

に
ぎ
や
か
な
企
踊
り
の
喘
が

で
き
ま
し
た
．

■
一貝
の
皆
様
方
の

，
力
で

楽
し
い
ひ
と
嗜
を
す
ご
し
ま

し
た
。

清日中央地区 団連だより 第 58号(3)

清
口
第
四
町
内
会

『夏
期
懇
親
会
」

８
月
６
Ｌ
晴
天
の
空
の
も

と
第
四
町
内
会
〓二
の
●
一伺
●

事
と
な
つ
た
●
川
懇
＝
会
が

，
わ
れ
た
．

〓
員

一
●
の
社
身

，
一も
い

え
る
〓
術
の
１
●
ニ

ジ
ン
■

ス
カ
イ

や
さ
鳥
■
も
あ
つ

ビ
ン
ゴ
ケ
ー
ム
●
歌
声
が
．

今
回
も
悠
■
ク
ラ
ブ
と
の

■
庁
と
い
う
二
上
ヽ
あ

つ
て

「
■
人
の

，
加
を
得
て
■
大

に
●
し
と
な
０
．
お
お
む
ね

，
証
を
い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
．近

所
■
―
今
い
が
”
吉
に

，
，
つ
つ
あ
る
■
状
を
い
か

に
改
善
す
る
か
１

一
つ
の
計

み
で
あ
り
ま
す
．

清
口
東
町
町
内
会

『夏
ま
つ
リ

盆
踊
り
大
会
』

８
月
１２
日
初
日
の
強
い
雨

に
道
い
今
年
は
ヤ
グ
ラ
組
み

を
断
念
し
続
行
し
ま
し
た
。

年
の
メ
イ
ン
で
あ
る
■
き

自
■

初
め
て
の
生
ビ
ー
ル
Ｌ

準
術
に
せ

ｔ
ま
Ｌ
た
が
ス

タ
，
フ
の
●
炒
な
判
断
で
レ

イ
ア
ウ
ー
を
＾
た

一
日
一盆
踊

，
だ
け
¨
止
．

ヨ
日
は
十
報
通
り
回
復
―

清
日
南
町
町
内
会

納
涼
夏
ま
つ
り

，
Ｓ
回
を
な
か
え
る
夏
ま

つ
り
も
．
予
定
さ
れ
た
８
月

１２
日

（ｉ
）
が
雨
天
の
た
め

■
日

（口
一
に
延
期
さ
れ
ま

し
た
．

町
内
の
う
か
し
や
公
国
に

て
．
盆
踊
０

・
ビ
ン
ゴ

，
―

ム

・
カ
ラ
´
ケ
一Ｔ
た
く
さ
ん

の
楽
し
み
と

，
さ
鳥
や

，
ト

そ
ば
．
プ
ラ
ン
ク
ア
ル
ト
．

た
こ
■
き
な
●
ヽ

長
で
■
―

た
食
ヽ
物
も
あ
―
．
お
い
し

い
わ
酒
を
の
―，
こ
と
が
で
き

ま
し
た
．

他
の
市
肛
村
か
ら
■
帰
つ

"

８
月
■
日

（金
）
ｌｌ
時
よ

り
．
清
日
第
二
町
内
会
で
閂

愕
さ
れ
ま
し
た
、
ｍ
オ
以
上

の
御
夫
婦
．
つ
オ
以
上
の

一

人
事
し
の
方
々
が
対
象
で
す
。

参
加
者
は
１４
人
．
ス
タ
ッ

フ
を
合
め
て
給
勢
３４
人
出
席
．

照
丼
講
師
の

「，
知
症
ミ

ニ
講
話
」
．
記
知
症
は
病
気

で
は
な
く
状
態
を
指
し
ま
す
。

運
動
や
知
的
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
繊
え
ら
れ
る
．
健
康
長

寿
の
秘
訣
は

０
体
を
動
か
す
．
②
社
会

参
加
と
人
付
き
合
い
．
０
前

向
き
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
。

今
後
は

，
康
寿
命
を
延
ば

，

こ
と
は
本
人
．
家
上

に

と

っ
て
重
要
で
す
．

肛
内
会
と
し
て
お
■
に
立

ち
た
い
。

〓清
［口
雷
同
一
口
嗚門
「
［
＾
＾

夏̈
ま

つ
り
一

Ｔ
●

“

年

７
月

「

日

一日
）
．

，
■
３
時
よ
う
．

ｉ
喧
台
■
「
〓

‐
夏
ま

つ

，
」
を
「
●
し
ま
―
七
．

三
ま
つ
―
一一
ｉ
手
一貝
や
■

「
合
具
の
手
●
´
に
よ
―
合

；
づ
く
り
が

，
わ
れ
．
テ
ン

ー
張
―
、

テ
ー
プ
ル
．
イ
ス

を
配
に
―
ヽ

ｔ
民
の
ネ
前
に

そ
な
え
ま
し
た
．

ま
つ
―
を
開
始
「
る
Ｌ
●
―

は
．
■
子
逗
れ
の
任
凡
や
考

若
男
女
が
多
数
訪
れ
．
■
鳥
．

■
き
い
か
．
生
〓
―
ル
．
お

で
ん
な
ど
が
予
ふ
よ
う
に
売

れ
，

し
た
．

ゲ
ー
ム
．
カ
ラ
■
ケ
な
ど

行
わ
れ
一、

一人
●
Ｌ
■
す
れ

大
盛
況
で
し
た
．

清
田
第
四
町
内
会

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

清
日
¨
人
公
曰
に
て
４
月

下
旬
１
１０
月
下
旬
ま
で
．
清

日
中
央
公
園
ラ
ジ
オ
■
揉
合

の
協
力
で
．
毎
日

，
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

夏
休
み
潮
周
中
は
．
子
ど

も
た
ち
の
参
加
筋
力
に
よ
り

ブラ

夫
敏

ル
敏敬美枝
幸

ン
フ
日
下
東
林

サ
４
山
宮
伊
小

′
４

ラ

長
事
計
Ｒ

2017年7月～2018年 6月 年度
「会長スローガン」

清回区2旧年ぶる里「あしりべつ」にWe Sewe

◎札幌清田

子
治

〒O04■,341

1[幌市清田区清田1条 1丁目5-l PLACEビ ル3F

`ヨ

,882-2323
0882-0109

会

幹

会

Ｐ

青
少
年
市
戊
部
の
年
間
●
草

の
ラ
ジ
オ
仏
■
一ヽ

●
珈
と

が
多

い
「
で
．
お
と
な
．
こ

と
ヽ
で
”
人
以
上
で
す
．

毎
刹
の
当
番
を
．
■
長
さ

ん
．
部
長
さ
ん
．
副
部
長
さ

ん
に
ラ
ジ
カ
■
．
参
加
人
員

の
，

■
，
ク
を
■

，
い
し
た
．

Ｉ
宗
量
■
コ
に
は
．
一同
少

年
肯
咸
■
Ｆ
よ
り

，
加
賞
を

い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
Ｌ

良
い
ふ
れ
ら
い
が
で
ヽ
ま
し

た
．

清
田
メ
イ
ュ
ー
ル
盲
寿
自
工医
率

「夏
ま

つ
り
」

８
月
１９
日

上^
）
当
自
治
会

広
サ
に
お
い
て
夏
祭
り
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
息
ま
れ
大

人
、
子
ど
も
合
わ
せ
“
人
程
の

参
加
者
が
．
■
力
「
生
ビ
ー
ル

花
火
．
く
じ
引
ヽ
こ
丁
で
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
．

●
祭

，
は
．
●
例
と
な
，
て

行
，

で
心
待
ち
に
―
て
い
る
会

甲
さ
ん
同
■
か
交
流
の
場
●
推

会
，
二

月
の
十
ま
り
を
●
い
毎

，
■
●
し
て
お

，
ま
す
．

TEL院長   鈴木 岳
鈴木 晃子

サービス付き高酢ど向け住宅の医療介護支援住宅「美しが丘」平成25年 11月 OP[N予 定

詳しくはインターネット「鈴,ヽ内科医院」で検索.ホームページをご覧ください。

お問い合わせは011-332‐ 2233 彗務長 鈴木 満まで

介護部門 :通所 リハビリテーション・居宅介護支援事業所・訪問リハビリ

医療法人社団 鈴木内科医院
suzuki    lVledical    Group

圃煽羅罰覆罷理機 機能強化型在宅総合診療所に認¨ れました

月・央・本・金  午前 9:OO～12:00 年後43:00～ 17:00

水・ 土       午前 9:00～ 12:30

日祭日      休診

-882-2233
-885-9238

０

０FAX
理事長
副院長
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．
４
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渭
口
第

二
町
内
会

『ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

(



%

多

清
田
中
央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会

多

多

第18回

清田中央老人クラブバークゴルフ大会

３

月

■

月

（火
一
Ｆ^
Π
み

ど
，
パ
ー
ク

，

ル
フ
リ
に
お
―

一
、

，
加
者
１

１
３
人
に
よ
る

第
Ｂ
●
地
区
老

に
バ
ー
タ
ゴ
ル

７
大
会
が

，
わ

れ
ま
し
た
。
■

■

一
郎
市
請

，

一‘
４

町
迪
●

木
■
会
■
．
カ

●
富
男
大
会
長

よ
リ
ユ
ー
千
ア

ｉ
れ
る
薇
励
の

こ
■
■
を
い
た

だ
い
た
●
．
清
Ш
つ
晴
れ
の

■
わ
や
か
な
空
の
一ヽ

緊
張

感
標
う
中
に
も
和
か
に
＋
し

い
テ
同
気
で
荒
●
が
進
●
―
´

ま
し
た
．

今
年
夏
の
大
会
は
．
み
な

さ
ん
会
．
清
栄
＾
三

中
央
ク

ラ
ブ
が
大
会
運
営
担
当
で
し

た
。中

老
協
役
貝
化
の
皆
様
に

助
け
ら
れ
、
工
“事
終
了
で
き

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

湾E中 ′'t区  〕連だより 第 53号平成 29年 11周 15日

清
口
中
央
地
区
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー

健
康
フ
ェ
ア

７
月
Ｉ
日

ホ́
一
に
お
日

中
■
地
区
社
会
福
祉
協
議

Ａ
〓
　
ｔ
ｉ
の
ま
ち
工
進
セ
ン

タ
ｌ
ｉ
催

の
性
”

フ

ェ
ア

■
一
阜

―
■
カ
ー
元
気
１

，
ェ
ッ
ク
＝
」

一■
い
Π
中
央

〓
合
会
燎
に
て
行
な
い
ま
し

た
．

「
こ
ま
め
な
チ
エ
，
ク
で

，
め
の
■
兄

・
み
ん
な
で
測

れ
ば
●
く
な
―
，
の
■
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
禍
げ
．
■
晨

オ
命
を
仲
ば
す
卓
と
．
●
流

の
Ｌ
″
の

一
つ
に
な
れ
ば
と
の

思
い
で
昨
年
度
か
ら
始
●
た

も
の
で
す
。
今
回
は
１
３
１

人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

さ
ま
し
た
．

，
べ
て
の
測
定
が

，
■
で
．

〓
音
度

・
脳
年
い

―
皿
省
■

”

・
血
圧

占
一
指
力

・
据

力

・
■
力
計

・
“
活
旦

・
体

前
層
測
定

・
身
長

・
＾
重

・

‘
指
肪
測
定
　
手
の
■
の
パ

イ
菌
チ
ェ
ッ
ク

ー
ーヽ
加
え
．

今
年
は
．
肌
水
分
計

・
一
酸

化
酸
素
濃
度
測
定
等
も
用
意

し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
郊
農
国
の
有
機

野
業

（
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト

・

レ
タ
ス

・
な
す

・
ピ
ー
マ
ン

他
）
と
地
物
の
ほ
う
れ
ん
草

の
販
売

一
減
五
福
ま
ち
う
ど

ん
は
．
当
日
気
温
が
高
か
つ

た
為
．
一
一拠
冷
た
く
し
て
提

■
し
ま
―
．た
が
．

「大
変
お

い
し
か
つ
た
」
と
の
お
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
．

↑
後
ヽ
定
期
的
に
行
な
い
．

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
．
一■
■

恒
例
の
“
●
の
行
事
と
な
る

よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
．

札幌市料理仕出し業組合指定店

〒∞7-0● 58オ [颯市東区■占8条 3,日 8-13

清
口
中
央
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ

同
好
会

第
■
回
パ
ー
ク
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
の
年
８
月
９
日
．
み

ど
，
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
第
■
回
パ
ー
ク
の
ロ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

あ
い
に
く
の
曇
ス
で
し
た

が
ヽ
木
町
連
会
長
と
上
野
ま

ち
セ
ン
所
長
の
ご
飾
府
を
賜

り
．
予
定
通
り
進
行
で
き
ま

し
た
。

役
員
を
含
め
て
１
５
０
人

た
の
競
技
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。調

子
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

競
技
の
ほ
ほ
え
ま
し
さ
と
共

に
．
縁
日
の
焼
き
そ
ば

・
か

き
水

‥
魚
『

，
デ
ー
ム
で
楽

し
た
た
後
」Ｌ

５
一■
■
貫
券

や
メ
ロ
ン
が
当
た
一●
拙
遥

，

が
，

わ
れ
大
症

，
上
が
り
で

く
，

事
“
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
．

回
を
重
た
る
●
と
の
大
生

況
は
参
加
者
の
ご
降
力
〓
同

時
に
篇
―
回
口
よ
０

「道
Ｉ

千
田
肛
■
所
ｉ
‐
の
‘
別
■

■
●
損
の
お
陰
と
考
え
一ヽ

心
か
ら
の
感
謝
■
中
し
上
げ

一よ
■
、

し

た午
●
２
時
に
は
事
故
も
な

板前割烹・御料理仕出し
ご
'イ

に応してご,文 を,(● てお,ま

「t,■ .多少に,■わら十己
==|_て

おり■,

有限会社

上  さ  き
自石区栄通り9丁 目4-1

電話836-3637 FAX 836-823G

清
口
南
寿
会

「合
同
慰
霊
祭
」
を
実
施

８
月
１７
日
．
会
の
議
れ
る

行
事
と
な

っ
た

「
合
同
慰
釜

築
」
を
実
施
．
設
立
％
年
幾

多
の
困
難
を
経
て
．
今
日
の

礎
を
実
か
れ
ま
し
た
″
名
の

御
霊
に
対
し
．
合
員

一
同
感

討
ｔ
●
■
の
計

を
●
げ
ま
し
た
．

■
ｉ
の
ｉ
ｔ
と

価
値

・
活
動
は
．

関
連
ｒ
繊

・
地

域
町
内
会
が
あ

っ
一
―

，
，
十
工
つ

も
の
で
す
．

合
は
今
集
ヽ
．

請
先
を
一の
受
け

，
ぎ
つ
つ
．
■

・摯
隕
れ
た
地
で

助
け
■
え
合
い
．

自
立
し
な
が
ら

●
■
地
の
い
い

生
活
＋
送
れ
る
地
●
つ
く
―

の

一
助
に
も

，
与
し
て

，
け

る
会
で
あ

，
た

い
と
‘

い
．

し
●
や
か
に

，
事
‘
了
ま
し

■
一―
）卜
一．　
　
　
　
　
　
　
　
＾
口〓
一

チャップリン

0
■11
日■

月日
"′SS江。1

1可:Ⅳ

美容室

8=え」,Y

定休日 |1調火躍日.第 3水曜日 ι力4
札幌市清田区消口6条 3T曰

蓉 011-885-5499
壺重0120‐85‐5499

場機米 酒.タノ、む
(大型コミ収集シール取扱店〉

‐ヽ  
“フアミリーショップ

)青  [」」
清 田 5条4丁目 1-8

TEL882-7333
ビールサーバー
無料賃し出し中0

LPガス・石油製品全般 (エ コシヨーズ エネファーム等 )

各種リフォーム .太園―
システムのご相談も承つております .

`      
北のくらしのすぐそばに。

盟POLLO不l幌 7′ri]石,コ株式会社
清 日 営 業 所

清 日 3条 1,日 1番 1号

丁EL 884-3000
札幌ア薫0石油グループ

ご用命は

国日 、

清 田 区

翻

みなさまの「たのしい |」「おいしい |」「あつたかい !」

悛週なエコ生活をお手伝tヽ :: 焼とり、―品、宴会
,      ヽ‐ ‐‐

居酒屋 日」 )晉
毎週 月曜曰 定体 曰

清口6条2丁目2-10

881-6647

酒類 たばこ 食料品 郵優切手
ホワイト急便・ ゆう,(ッ ク

中 沢 商 店
営業 時 間  Aヽ 4880～ PM7:00

定  休  日 火曜 日

滑田 3桑 3丁目 9詈 8号
8881-0707
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清
田
清
栄
会

円
山
動
物
園
見
学
と

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
会

７
月
７
日
本
テ
ル
の
送
迎

バ
ス
で
円
山
動
物
日
べ
、
当

日
は
∞
度
を
越
え
る
真
夏
口
．

国
内
は
い
た
る
所
で
工
事
中
、

そ
の
せ
い
か
．
暑
さ
の
せ
い

か
．
動
物
の
姿
は
あ
ま
り
見

え
ず
、
猿
山
の
サ
ル
も
故
水

月
の
水
道
管
の
上
で
寝
そ

べ
っ
て
い
る
●
様
、
元
気
に

動
き
回
っ
て
い
る
の
は
プ
ー

ル
の
中
の
白
熊
だ
け
、
旭
山

動
物
国
と
比
べ
ま
だ
発
展
途

上
と
思
わ
れ
る
。

早
々
と
０
房
の
効
い
た
屋

内
に
遊
難
．
早
め
に
動
物
Ｈ

を
切
り
上
げ
ホ
テ
ル
の
懇
親

会
場
に
．　
一
応
ホ
テ
ル
の
フ

ル
コ
ー
ス
の
昼
食
会
、
お
酒

も
入
０
そ
の
後
は
定
番
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
．
大
い
に
楽
し

ん
だ

一
日
で
し
た
。

・高日中央地区 町やだより 卓 58→(5)

清
日
高
台
高
寿
会

む
か
わ
温
泉
四
季
の
館

癒
の
旅

６
月
セ
Ｈ
”
天
の
中
″
人

で
■
川

へ
出
発
．
バ
ス
で
は

楽
―
い
催
し
■
て
美
”
の
う

ち
に
乱
地

へ
到
堪
―
ス

パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
も
で
き
ま
し
た
．

宴
会
で
は
．
牛
内
の
し
ゃ
ヽ

し
ゃ
〓
な
ど
ｍ
●
Ｊ
の
贅
よ

な
ご
馳
定
に
大
帯
足
．
■
に

踊
，
―■
人
伴
―
卜
が

，
で
し

た
．
よ

の
日
【
．
キ
リ
ン

ピ
ー
ル
エ
場
見
学
で
．
白
沐

と
上
命
と
対
話
す
る
の
が

．

Ｉ
■
―
の
製
法
の
こ
だ
わ
り

だ
―
聞
か
さ
れ
感
心
ｔ
ま
Ｌ

た
．一

■
＋
り
の
ビ
ー
ル
を

一

人
三

，
ま
で
試
■
で
■
・る
と

い
う
事
で
み
な
喜
こ
ん
で
．

■
ん
で
い
い
気
持
―
に
な
０
．

と
で
も
―
あ
わ
せ
な
気
■
ち

で
帰
士
に
つ
き
ま
し
な
．

清
日
中
央
東
友
会

日
帰
り
旅
行

７
月
■
』
晴
天
に
め
ぐ

，

れ
．
気

，
も
Ｌ
れ
や
か
に
出

■
．
一退
■
バ
ス
の
中
で
は
小

千
副
会
長
の
三
炒
な
ト
ー
ク

Ｌ
民
み
放
題
．
お
し
キ
ベ
ー

と
失
い
の
う
す
に
市

，
卜

，

に
到
着
．
早
々
パ
ー
ク
た
と

残
留
祉
に
別
れ
昼
食

，
に
合

流
宴
会
と
な
っ
た
．

イ
モ
転
か
し
ゲ
ー
ム
．
カ

ラ
十
ケ
＋
■
辛
Ｌ
ん
だ
■
．

２
ヶ
所
に
８
■

，
の
場
が
あ

，
４
』
そ
れ
ぞ
れ
Ｌ
Ｌ
時
閂

を
満
］

一
Ｆ
Ｉ
″
●
．
〓
る

事
と
な

っ
た
．

温
泉

，
の
■
キ
キ
を
一員
―

帰
路
の
バ
ス
に
〓
一■

バ
ス

の
中
で
は
一〓

，
つ
後
の
〓
よ

会
●
卜
の
う
ち
に
■
幌
に
和

・看
．
●
晟
と
な
０
ま
し
た
．

ｍ
月
４
日
に
は
行
卓
一の

Ｉ
Ｐ

旅
●
が
十一^
ｉ
さ
れ
る
●

に

な

っ
て
お
り
・ｒ
，
の
で
全
貝

●
■
に
■
青
し
．
●
員
が

，

“
―
て
頂
』
る
●
―
を
用
停

し
て
お
り

ｆヽ
■

，
感
し
合
い
ま
し
た
．

今
回
の
発
表
会
で
は
．
‘

班
静
動
員
に
よ
ろ
合
唱
■
企

画
さ
れ
た
こ
と
も
あ

つ
て
．

出
演
き
総
数
に
お
い
て
過
去

最
多
の
“
名
に
も
及
び
．
和

気
あ

い
あ
い
と
楽
し
い

一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ん
で
い
た
だ
く
方
が
少
な
い

と
思

っ
て
ま
し
た
が
昨
年
よ

り
も
多
く
の
方
々
に
提
供

い

た
だ
き
．
次
年
度
も
計
画
し

よ
う
と
役
員

一
同
張
切

っ
て

お
り
ま
す
．
丼
年
も
宣
し
く

お
願
い
す
し
ま
す
。

清
曰
十
五
日
会

歌
と
踊
り
で

元
気
に
な
ろ
う

演
芸
発
表
会
は
、
今
年
で

∞
回
を
教
え
、
８
月
”
日
の

何
会
に
引
き
続
き
清
田
中
央

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
．
舞
踊
．
歌
謡
曲
．

■
句
、
詩
吟
．
大
正
琴
演
奏

等
∞
演
日
の
熱
演
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
．
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
よ
た
の
皆

さ
ん
と
の
温
か
い
交
流
を
通

し
て
友
愛
活
動
の
大
切
さ
を

清
田
元
町
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
フ

第
４
回
作
品
展
示
会

７
月
“
口
．
Ｆ
日
の
両
日

本
雨
の
そ
は
降
る
中
．
１
０

０
余
人
の
多
く
の
方
に
見
学

し
て
い
た
だ
き
．
４
品
を
展

方

々
に
も
満
■

し

て

い
た
た

，■
ま

し
た
。

■
●ｍ
内
容
は
町
内
に
お
■

い
の
方
０
人
よ
リ
ー

，
４
点

¨
■

‐Ｆ‐
侵
示
の
中
込
み
を
い

た
だ
き
ま
し
た
．

足
示
＾
ム
の
役
員

一
同
感
訂

し
ｔ
●
ら
■
品
を

，
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
多
く
の
●
々

〓
，
心
温
ま
る
差
人
れ
も
い

た
だ
さ
ま
し
た
．

心
よ
り
感
討
中
上
げ
ま
す
．

作
品
ヽ
示
も
４
回
日
〓
な

０
ま
す
と
■
品
晨
ホ
を
市
込

清
口
み
な
さ
ん
会

落
語
会

モ
■
．
札
帆

に
も
■
■

デ
ー
ム
が
到
■
し
．
“
々
な

；
●
で
言
語
‘
が

，
わ
れ
て

い
ま
す
。

■
か
し
．
わ
ぎ
わ
ぎ
町
の

奇
庁
ま
で

，
く
こ
と
が
出
来

示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

　

な
い
お
■
寄
り
が
多
く
い
ま

す
。そ

こ
で
．
清
口
み
な
さ
ん

会
は
．
８
月
″
日
に
橋
家
富

嵐
の
結
語
会
を
開
せ
し
ま
し

た
．今

回
は
．
キ
ザ
な
若
ユ
那

に
腐

つ
た

，
腐
を
食
べ
さ
せ

て
茶
化
す
話

「
ち

，
と
て
ち

ん
」
と
見
栄

っ
張
り
の
市
の

各
が
な
け
な
し
の
金
で
買

っ

た
、
く
じ
が
当
た
る
計

「猜

屋
の
富
」
の
二
拒
を
話
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
の
若
話
を
生
で
聞
い

て
．
大
い
に
実

つ
て
．
楽
し

い
一
日
を
道
ご
し
ま
し
た
．

′
‘ゝ カラ′ケ

141トリ:‖
`

゛
午

あなたの歌を CDに
定休日   火曜日

清口6条 3丁 口7-24
,日)807-8064

彩
んこ居洒こ 、L
ヨ鳴の冨士

ちや

つ

●プ十′
'卜

"■

 0ち ん`こ鍋 C' ■料理 (,,( ■

TEL         定体日 本曜日

882-0858't幌 市活田区清邸 条3丁87-20

〒004-0847清 口区清日7条13丁目1-23

TEL 881-1287TEL 881-1542

悠
遊
白
寿
会

春
季
親
睦
旅
行

６
月
８
Ｈ
Ｉ
″
「
ι
せ
白

オ
会
３
人
は
．
今
●
ち
■
●

”
ん
で
五
Ｌ
“
●
Ｆ
参
加
し

ま
し
た
．

行
き
ｔ
は
恒
何
と
な

０
た

定
山
ニ
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
．
■

迎
バ
ス
に
■

●
て
―
峙
祠
の

旅
．
到
過
後
は
早
■
入
浴
そ

し
て
■

，
の
ビ
ー
ル
．
夕
ｉ

■
は
■
と
肺
つ
て
ア
，
と
い

う
両
の
２
時
間
．
■
し
く

，

つ
有
●
義
な
ひ
と

と
き
を
過

こ
し
て

，
つ
ま
―
■
．

i6EEE*5+rrE3 I ".442-3505
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」ム

たち↓ごな
花 成 晃
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●画
'・

田薔0清出●条店●′オンモー,●札幌十円店
0,,● ズストア北野ご●市寄

`ヽ

〕」店0ビ ,′
′
^,ス 聖,ir

●■光ストア平巨店●ラツキ■
=Ш

店●東光ストア北栄店

まごころのクリーニング

漑 人 |IC◎/IHIA
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本 社 札幌市青田区看田6条 3丁目O‐38  ●88`-Oe32
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清
口
星
空
子
ど
も
会

親
子
で
工
芸
教
室

体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

清
ロ
メ
イ
ュ
ー
ル
子
と
も
会

メ
イ

ュ
ー
ル
広
場
に
て

会
長

・
副
会
長
の
３
人
が

前
に
出
て
の
体
験
と
、　
一
人

一
人
に
声
を
か
け
な
が
ら

シ
ー
ル
斯
り
を
ス
ム
ー
ズ
に

，
つ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
３
人
と
も
弟
や
妹

が
い
る
の
で
、
下
の
子
た
ち

の
請
ら
し
げ
な
ヽ
備
が
印
象

的
で
し
た
．

４
人
で
参
加
し
た
子
た
ち

は
毎
朝
元
気
に
挨
拶
が
出
来
．

頑
張
っ
て
皆
勤
賞
を
と
り
ま

し
た
．

初
め
は
ユ
き
な
が
ら
参
加

し
た
子
も

一
年
ず
つ
成
長
を

重
ね
変
わ

つ
て
い
き
ま
す
。

ヽ |‐ 11中央ill'区  町壇だより 第 58号

毎
年
垣
例
の
パ
ス
ツ
ア
ー

を
８
月
１８
日
に
開
催
し
ま
し

た
．
今
年
は
子
ど
も
２１
人
．

大
人
１４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

専
月
送
迎
バ
ス
に
工
り
．

札
幌
芸
術
の
森

へ
。

今
年
は
Ｉ
芸
教
室
に
て
た

ま
つ
く
り
手
び
ね
０

コ
ー
ス

の
体
験
で
す
。
野

，
ボ
ー
ル

大
の
粘
±
■
を
使
用
し
．
沢

山
の
工
程
を
踏
み
な
が
ら
、

マ
グ
カ
ッ
プ
や
茶
碗
等
、
好

き
な
形
に
制
４
し
ま
し
た
．

約
２
ヶ
月
後
、
４
品
が
各

家
庭
に
届
く
の
が
今
か
ら
栞

し
み
で
す
．

体
験
後
は
、
ビ

ュ
ッ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
美
味
し
い

ラ
ン
テ
も
楽
し
み
大
満
足
―

親
子
共
に
実
臓
い
っ
ば
い
の

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

６
年
生
に
な
る
と
手
本
と

な
り
ｉ
動
し
て
く
れ
る
子
も

い
ま
す
．

そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
て
い

く
，

子
を
電
守
る
こ
と
が
で

き
る
行
事
だ
と
感
し
た
ラ
ジ

オ
体
操
で
し
た
。

清
田
太
陽
子
と
も
会

い
ち
ご
狩
り
に

参
加
し
て

清
口
太
陽
子
ど
も
会
で
は

７
●
北
■
島
市

「
ベ
リ
ー
ラ

ン
ト
■
應
ｉ
□
一
で
い
ら
ご

有
り
を
行
い
ま
し
た
．

Ｂ
人
と
い
う
多
加
人
イ
で

に
ぎ
や
か
な
楽

し
，
行

，
Ｌ

な
り
ま
１
た
．．

今
年
は
６
月
ま
で
エ
ー
ロ

，
ｉ
き
工

，
い
ち
ご
が
■
る

か
心
正
Ｌ
ま
し
た

，
．
０「
「

は
気
温
ｍ
●
ほ
ど
で

，
い
良

国
い
っ
は
い
に

，
ｔ

た
い
ら

ご
が
な

●
て
い
で

一
ｔ
心
．

暑
い
中
．
Ｉ
十
■
■
き
な

す
ら
お
”
い
●
ば
い
ｔ
ち
ご

■
食
べ
る
こ
と
が
で
き
大
満

足
の

一
日
で
し
た
。

来
年
度
も
ギ
ひ
い
ち
ご
Ｆ

，
を
企
画
―
．
〓
で
楽
し
み

た
い
Ｌ
思
い
ま
す
．

の
飾
り
を
■
昴
し
た
０
．
当

Ｅ
●
呼
び
二
■
や
ｒ
ど
も
■

踊
，
に

，
加
し
た
０
と
■
し

く
も
禁
●
い

一
時
を
過
ご
Ｌ

ま
し
一●

次
の
行
事
は
防
災
訓
Ｆ
で

，
．
■
「
の
方
と

一
絡
に
防

■
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
．

清
田
み
と
り
子
ど
も
会

七
夕
ま
つ
り

町
内
の
方
か
■
●
し
た
お

飾
，
や

，
い
■
を

，
，

も
言

い
た
Ｌ
■
を
た
く
さ
ん
か
な

う
粽
に
と
Л
い
を
■
め
て
せ

の
本
に
お
節
り
し
ま
し
た
．

「
お
全
■
に
な
れ
す
す
よ

う
に
」

「
１
０
０
点
こ
れ
ま

す
よ
う
に
」
な
ど
ｔ

，
，

・

事
は
共
通
で

，
す
．
み
ん
な

の
一号
ほ
と
て
も

，
き
い
も
の

一
■
Ｌ
一●

■
成
後
に
ア
イ
ス
を
食
べ

て
言
さ
を
一楽
し
み
ま
し
た
．

８
月
２
日

（水
）
緑
町
内

会
館

で
七
夕
ま

つ
り
を
行
い

ま
し
た
．

清
口
中
央
地
区

子
ど
も
会
連
合
会

７
月
％
口

（人
）
Ｆ
を
し

の
眩
し
い
Ｌ
晴
に
恵
ま
た
．

子
ど
も
会
合
同
ラ
ジ
オ
体
操

か
問
世
さ
れ
ま
し
た
．

会
り
の
情
Γ
画
公

コ
に
は
所
早
く
．
幼

児
，

ら
高
い
者
ま
で

約

一
千
名
の
参
加
青

で
あ
ら
れ
．
夏
■
み

の
常

一
ナ
を
起
′
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

今
年
は
清
Π
区
誕

上
卿
口
年
を
■
え
信

日
に

マ
ス
コ
ッ
ト
の

清
口
つ
く
し
ん
は
子
ど
も
会

盆
踊
り
大
会

８
月
５
日

「
町
内
会
盆
踊

り
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
．

今
年
は

ヨ
ー
ヨ
ー

・
く

じ

・
か
き
水

■
ン
ュ
ー
ス
の

屋
台
を
出
し
ま
し
た
．

好
天
に
意
ま
れ
開
始
と
同

時
に
多
く
の
方
々
が
屋
台
に

お
集
ま
り
い
た
だ
さ
大
盛
況

で
し
た
。

子
ど
も
達
は
前
日
に
屋
台

一
さ
よ
っ
ち
」
さ
ん
も
特
別

参
加
●
て
く
だ
さ
０
大
い
に

二
―
上
が
―
ま
―
た́
．

地
域
の
皆
ヽ
や
閂
連
諸
投

間
の
方
々
●
あ
た
た
な
い
ご

，
，

■
」
協
力
つ
ヽ
■

，
手

問
●
さ
れ
た
こ
と
を
心
よ
っ

は
■
■
―
´
ｒ
お
り
ま
す
．

■
●
と
も
ご
附
力
の
■
■

―
く
お
願
い
■
し
ま
す
．

第 9回子ども会

合同ラジオ体操 清
口
中
央
地
区
子
と
も
含

そ
よ
か
ぜ
子
ど
も
会

証
６
時
に
西
町
町
内
会
館

に
集
合
し
て
．
引
■
の
お

，

さ
ん
た
ち
と
会
り
に
画
公
国

に
，

き
ま
し
た
．

子
と
も
た
ち
の
‘
■

が
■
々
増
え
て
き
て

，

る
の
で
．
同
行
し
て
下

さ

。
た

，
内
の
方
も
引

率
の
お
手
伝
い
を
し
て

下
さ
り
．
と
て
ヽ
助
か

，
ま
し
た
。

今
年
は
大
入
１
合
め

て
０
人
Ｉ
く
の
参
■
が

あ
―
ま
ｔ
た
．

0丸 福産業株式会社

‐Ю01-0346 済田区清田 6条 2丁目 1-5

電話 佃 881-2103

株式会社サンオー建設

代表取締役五 島 典 幸

札幌市清国区清田6条 3丁目1番 10号

だ,011-885-0フ ア1

札幌市滑日区清田6条 3丁目3-13(滑口回地 )

a881-5566

諄′曝看F)5条
2丁目_882¨0993

真
■
み

．
ロ
ロ
の
早
朝
に

市
小
や
■
小
の
子
ど
も
会
の

み
ん
な
ｔ
ラ
ジ
オ
‘
■
―
ろ

こ
と
が
新
キ
で
不
■
〓
を
感

し
か
し
ま
し
た
。

今
■
は
一ｉ
Π
工
誕
●
“
周

年
と
い
う
こ
と
で
参
加
宣
も

た
く
さ
た
ち

っ
〓
う
れ
し

か
つ
た
で
す
●

清
口
中
央
地
区
子
ど
も
会

つ
く
し
ん
ば
子
ど
も
含

７
月

，
日
．
一■
日
■
■
地

区
の
子
ど
ヽ
会
の
合
同
ラ
ジ

オ
■
揉
が
ヽ
出
両
公
国
で
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
．

つ
く
し
た
Ｆ
子
ど
も
合
は
．

町
内
台
の
飩
団
が
よ
く
．
さ

く
ら
台
公
曰
と
市
公
□
に
集

ま
，
．
西
公
回
べ
■
内
会
の

普
さ
ん
と
Ｅ
動
―
ま́
し
た
。

子
ど
も
会

，
■
の
子
ど
も

も
，

く
．
の
べ
ｍ
人
●
が
阜

ま
り
ま
し
た
．

今
年
は
．
天
気
も
■
く
気

■
ち
の
良
い
夏
休
み

一
口
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
さ
ま
し

た
．

,貴方の個性

…

たてるお店■
ラーメンの 居 酒 屋

僣獲
=コ

置D
清口区清口4条3,日 1-22 8882-1274

☆営業時間/AM,:00-PM710〕
日,日 /AM8,30-PM6:釣

☆定 体 日/火曜日
第3月 よ曜日i=休

泰龍
‐●

'1,■■●●1[雪

耳 風

☆家電品販売・修理★
全メーカー取扱店

′″れ′の感動を オブイ ンする

カップ トロフィー ■層・農 ツ ッヽチ・記念品

そ の 他 大 会 用 品 全 般

本L幌 トロフイ~株式会社
札幌市清日区清 日3案 1丁目2番 10号 (羊ヶ丘通 り)

TEL(011)885-3910  FAX(011)885-3892

平成 29年 11月 16曰

きくち
代澪噺 役 福 1奇  光

図 `き
の《グわず

,

|_


